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メ
コ
ン
地
域
の
各
国
は
一
九
九
七
年
の
経
済
危

機
以
後
、
着
実
な
経
済
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
一

方
で
、
絶
対
値
で
見
た
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
格

差
は
拡
大
し
、
国
際
的
な
生
産
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
組
み
込
ま
れ
る
ス
ピ
ー
ド
の
差
に
よ
っ
て
ベ

ト
ナ
ム
や
タ
イ
の
よ
う
に
比
較
的
高
い
成
長
を
遂

げ
た
国
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ラ
オ
ス
・
ミ
ャ
ン
マ
ー

と
い
っ
た
そ
う
で
な
い
国
と
の
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

現
在
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
枠
組
み
で
は
、
製
造
業

企
業
に
よ
る
実
態
的
な
経
済
統
合
を
後
押
し
し
、

域
内
格
差
を
緩
和
す
る
た
め
に
制
度
的
な
地
域
統

合
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
由
貿
易

地
域
（
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
に
お
け
る
関
税
撤
廃
は
す
で

に
最
終
段
階
に
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体

（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）
の
二
〇
一
五
年
の
成
立
に
向
け
邁
進

し
、
ま
た
、
周
辺
国
と
の
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ

Ａ
）
も
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

同
時
に
、
域
内
格
差
緩
和
の
手
段
と
し
て
国
際

経
済
回
廊
整
備
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
九
二
年
に

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
が
提
唱
し
た
メ
コ

ン
地
域
開
発
を
端
緒
と
し
て
、
南
北
、
東
西
、
南

部
の
経
済
回
廊
の
整
備
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、ラ
オ
ス
、ミ
ャ

ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
）
諸
国
に
お
い
て
は
、
経
済

回
廊
整
備
に
よ
っ
て
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
と
の
リ
ン

ク
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
期
待
と
と
も
に
、

経
済
回
廊
整
備
が
タ
イ
や
中
国
な
ど
大
国
の
み
に

優
位
に
働
き
、
新
規
加
盟
国
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス

に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
が
持
た
れ

て
い
る
。

こ
こ
で
は
空
間
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の

予
測
結
果
（
参
考
文
献
①
）
に
基
づ
き
、
東
西
回

廊
、
南
部
回
廊
と
い
っ
た
経
済
回
廊
整
備
が
域
内

格
差
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
を
見
る
。

東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
統
計
デ
ー
タ
の
国
際
的
な

基
準
化
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
、
そ
も
そ
も
取
得

で
き
な
い
デ
ー
タ
が
多
い
こ
と
な
ど
、
利
用
で
き

る
デ
ー
タ
に
制
約
が
あ
る
。
ま
た
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
自
体
も
開
発
・
改
善
の
途
上
で
あ

り
、
予
測
結
果
の
精
度
に
つ
い
て
は
課
題
が
あ
る
。

し
か
し
、
域
内
に
お
け
る
企
業
行
動
、
消
費
者
行

動
、
な
ら
び
に
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
の
相
互

作
用
に
着
目
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の

結
果
は
、
経
済
回
廊
整
備
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な

影
響
が
発
生
し
う
る
か
、
ま
た
、
経
済
回
廊
整
備

を
行
う
に
あ
た
っ
て
何
を
同
時
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
に
つ
い
て
の
指
針
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
空
間
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
と
は

東
ア
ジ
ア
・
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｅ
Ｎ
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
に
よ
り
構
築
が
進
ん
で

い
る
空
間
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
（Geo-

graphical Sim
ulation M

odel

：
Ｇ
Ｓ
Ｍ
）
は
、

空
間
経
済
学
モ
デ
ル
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る

経
済
的
優
位
性
の
変
化
、
一
部
の
リ
ン
ク
ま
た
は

結
節
点
に
お
け
る
物
流
を
改
善
し
た
際
の
経
済
効

果
、
特
に
、
国
際
道
路
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

開
発
や
国
境
円
滑
化
が
各
国
の
経
済
に
与
え
る
影

響
を
測
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
〇
九
年
三

月
時
点
で
は
、
Ｇ
Ｓ
Ｍ
は
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
お

け
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
改
善
効
果
に
着
目
し
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
（
半
島
部
）、タ
イ
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ

ム
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
中
国
の
一
部
（
雲
南
省
、

広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
、
広
東
省
、
香
港
、
マ
カ

オ
）、
イ
ン
ド
の
一
部
の
一
〇
カ
国
を
対
象
と
し

て
い
る
。
一
〇
カ
国
を
そ
れ
ぞ
れ
州
、
省
、
県
な

ど
に
区
分
し
（
中
国
は
省
の
下
位
の
県
、
市
レ
ベ

ル
で
分
割
）、
結
果
と
し
て
、
三
六
一
の
都
市
、

五
四
六
の
交
通
結
節
点
、
六
九
一
の
リ
ン
ク
か
ら

磯
野
生
茂

メ
コ
ン
地
域・経
済
回
廊
の
経
済
効
果
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〇
六
年
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
と
、
ラ
オ
ス
で
は
農

業
依
存
度
は
減
る
も
の
の
依
然
農
業
国
の
ま
ま
で

あ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
現
在
と

比
較
し
て
大
き
な
構
造
変
化
が
見
ら
れ
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
。
逆
に
、
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
で
は
工

業
化
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
化
が
進
展
す
る
。

Ｇ
Ｓ
Ｍ
は
、
各
地
域
が
ど
の
製
造
業
に
比
較
優

位
を
持
つ
か
に
つ
い
て
も
予
測
を
行
う
。
顕
示
対

称
比
較
優
位
（Revealed Sym

m
etric Com

-
parative A

dvantage

：
Ｒ
Ｓ
Ｃ
Ａ
）
指
数
が

高
い
地
域
が
ど
こ
に
分
布
す
る
の
か
を
見
る
こ
と

で
、
ど
の
産
業
が
ど
こ
に
集
積
す
る
か
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
自
動
車
産
業
に
お
い
て
高
い
Ｒ
Ｓ

Ｃ
Ａ
指
数
を
示
し
た
も
の
は
、
広
西
チ
ワ
ン
族
自

治
区
の
柳
州
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ヴ
ィ
ン
フ
ッ
ク
、
タ

イ
の
ナ
コ
ン
ラ
ー
チ
ャ
シ
ー
マ
ー
、
ラ
オ
ス
の
ポ

ン
サ
ー
リ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
イ
ズ
オ
ン
、
タ
イ

の
チ
ョ
ン
ブ
リ
ー
で
あ
る
。
電
子
電
気
産
業
で
は
、

広
東
省
の
深
セ
ン
、
惠
州
、
広
州
、
珠
海
、
東
莞
、

佛
山
の
各
市
が
高
い
Ｒ
Ｓ
Ｃ
Ａ
指
数
を
示
し
て
い

る
。
繊
維
ア
パ
レ
ル
産
業
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
パ
ブ
ナ
、
ダ
ッ
カ
な
ら
び
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
各

州
・
特
別
市
が
高
い
。
食
品
加
工
は
多
く
の
地
域

で
高
い
Ｒ
Ｓ
Ｃ
Ａ
指
数
を
示
し
て
お
り
、
結
果
と

し
て
、
多
く
の
地
域
は
食
品
加
工
に
最
も
比
較
優

位
を
持
つ
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

電
子
電
気
産
業
は
、
他
の
産
業
に
比
べ
部
材
、

製
品
の
体
積
や
重
量
が
小
さ
く
、
ま
た
情
報
技
術

協
定
（
Ｉ
Ｔ
Ａ
）
や
そ
の
他
の
関
税
優
遇
措
置
に

よ
っ
て
分
散
立
地
し
や
す
い
こ
と
が
過
去
の
文
献

で
示
さ
れ
て
い
る
。
デ
フ
ァ
ク
ト
の
経
済
統
合
が
、

●
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
予

測
結
果

ま
ず
、
経
済
回
廊
の
整
備
が
行
わ
れ
な
い
状
態

（
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
）
を
見
よ
う
。
ベ
ー

ス
ラ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
各
々
の
リ
ン
ク
は
時

速
四
〇
㎞
で
走
行
可
能
で
、
さ
ら
に
国
境
税
関
に

よ
っ
て
追
加
的
な
時
間
を
要
す
る
と
仮
定
す
る
。

国
境
に
お
け
る
追
加
的
な
時
間
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
間
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
タ
イ
間
で

は
比
較
的
短
く
、
そ
の
他
の
国
境
で
は
長
い
と
い

う
設
定
を
置
い
て
い
る
。
図
１
は
、
ベ
ー
ス
ラ
イ

ン
シ
ナ
リ
オ
に
お
け
る
二
〇
二
五
年
の
人
口
の
変

化
を
示
し
て
い
る
。
濃
い
色
の
地
域
は
人
口
が
上

昇
し
、
斜
線
で
示
さ
れ
る
地
域
は
人
口
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
を
示
す
。
こ
こ
で
は
、
ア
ユ
タ
ヤ
ー
、

チ
ョ
ン
ブ
リ
ー
、
ラ
ヨ
ー
ン
と
い
っ
た
バ
ン
コ
ク

周
辺
、広
州
市
周
辺
、ハ
ノ
イ
、ホ
ー
チ
ミ
ン
周
辺
、

ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ

ル
、
ダ
ッ
カ
な
ど
、
大
都
市
へ
の
人
口
流
入
が
続

く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
中
国
と
タ
イ
で
は
、

自
然
増
を
上
回
る
人
口
移
動
に
よ
っ
て
、
一
部
の

地
域
を
除
い
て
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
て
い
る
が
、
他
の
国
で
は
人
口
移
動
は
自
然
増

を
上
回
ら
ず
、
首
都
な
ど
大
都
市
へ
の
集
積
が
進

む
と
同
時
に
他
の
地
域
も
人
口
が
増
加
す
る
。

つ
ぎ
に
産
業
構
造
の
変
化
を
見
る
。
ベ
ー
ス
ラ

イ
ン
シ
ナ
リ
オ
の
二
〇
二
五
年
推
計
結
果
に
お
け

る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
農
業
の
割
合
は
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
が
五
七・五
％
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
三
〇・五
％
、

ラ
オ
ス
が
三
二・
六
％
で
あ
り
、
二
〇
〇
四
～

な
る
一
般
均
衡
モ
デ
ル
に

な
っ
て
い
る
。

モ
デ
ル
は
空
間
経
済
学

を
用
い
る
こ
と
で
、
経
済

活
動
の
過
程
で
内
発
的
に

生
じ
る
集
積
力
を
扱
う
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
モ
デ

ル
内
の
各
企
業
は
、
市
場

へ
の
近
接
性
は
ど
う
か
、

他
社
と
の
競
合
は
ど
の
程

度
厳
し
い
か
、
労
働
者
や

部
材
の
確
保
は
容
易
か
、

と
い
っ
た
要
素
を
考
え
立

地
や
価
格
・
販
売
量
を
決

定
す
る
。
各
個
人
は
、
消

費
の
利
便
性
は
ど
う
か
、
高
賃
金
の
職
を
得
ら
れ

る
か
、
と
い
っ
た
要
素
を
考
慮
し
て
ど
こ
に
住
む

か
を
決
定
す
る
。
こ
れ
ら
個
々
の
戦
略
や
行
動
の

蓄
積
が
、
地
域
レ
ベ
ル
で
見
た
と
き
の
集
積
や
分

散
を
決
定
す
る
。
こ
の
た
め
、
都
市
政
策
、
産
業

政
策
、ク
ラ
ス
タ
ー
政
策
、格
差
是
正
政
策
と
い
っ

た
経
済
活
動
の
過
程
で
生
じ
る
集
積
に
関
連
し
た

政
策
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｇ
Ｓ
Ｍ
で
は
、
地
域
ご
と
に
農
業
、
五
部
門
に
分

割
し
た
製
造
業
（
電
子
電
気
、
自
動
車
、
繊
維
ア

パ
レ
ル
、
食
品
加
工
、
そ
の
他
）
な
ら
び
に
サ
ー

ビ
ス
業
に
お
い
て
集
積
力
と
分
散
力
、
企
業
や
人

口
の
移
動
を
導
出
し
、
相
対
的
な
経
済
的
優
位
性

の
変
化
を
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
表
示
す
る
。

（出所）参考文献①。

図１　人口変動の予測（2005年比2025年、％）
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た
国
で
プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
る
の
に
対
し
、
同
じ
く

道
路
整
備
が
国
内
で
行
わ
れ
て
い
な
い
カ
ン
ボ
ジ
ア

は
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
に
比
べ
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
減
少

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
東
西
回
廊
か
ら
離
れ

た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
と
っ
て
は
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム

と
の
輸
送
費
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
プ
ラ

ス
の
効
果
が
大
き
く
働
く
の
に
対
し
、
東
西
回
廊
に

近
す
ぎ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
相
対
的
に
不
利
な
立
場

に
置
か
れ
る
負
の
効
果
が
大
き
く
働
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
産
業
の
衰
退
を
招
く
か
ら
で
あ
る
。

第
三
は
、
タ
イ
・
ラ
オ
ス
・
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
経

済
回
廊
沿
い
の
地
域
で
は
、
経
済
回
廊
整
備
は
大

都
市
へ
の
人
口
流
入
を
促
進
し
、
地
方
の
人
口
は

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
よ
り
も
さ
ら
に
減
少
す

る
の
に
対
し
、
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
加
が
社

会
的
人
口
減
を
上
回
る
た
め
、
結
果
と
し
て
、
地

方
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
概
ね
上
昇
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
推
計
結
果
は
、
人
口
流
出
を
恐
れ
る
あ
ま
り
経

済
回
廊
整
備
に
反
対
す
る
意
見
に
対
す
る
反
論
の

ひ
と
つ
と
な
り
う
る
。

続
い
て
、
モ
ー
ラ
ミ
ャ
イ
ン
か
ら
バ
ン
コ
ク
周

辺
を
通
り
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
抜
け
て

ベ
ト
ナ
ム
南
部
に
達
す
る
南
部
回
廊
を
整
備
し
た

際
の
経
済
効
果
な
ら
び
に
東
西
回
廊
と
南
部
回
廊

を
同
時
に
整
備
し
た
際
の
経
済
効
果
に
つ
い
て
も

見
て
み
よ
う
。
各
推
計
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
傾

向
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
は
、
東
西
回
廊
、
南
部
回
廊
の
片
方
の
み

を
整
備
し
た
際
に
発
生
す
る
負
の
効
果
が
、
両
方

を
と
も
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
東
西
回
廊
の
み
を
整
備
す
る
場
合
、

な
る
。
結
果
と
し
て
、
企
業
の
業
績
を
改
善
し
、

よ
り
高
い
賃
金
の
支
出
を
可
能
に
す
る
。
実
質
賃

金
の
上
昇
に
よ
る
人
口
の
増
加
は
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
の
形
成
・
発
展
を
促
し
、
さ
ら
に
企
業
の
部

材
調
達
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
正

の
循
環
に
成
功
し
た
都
市
は
人
材
・
組
立
企
業
・

関
連
部
品
製
造
企
業
を
吸
引
し
、
国
や
地
域
全
体

の
成
長
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

図
２
は
東
西
回
廊
整
備
の
経
済
効
果
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
モ
ー
ラ
ミ
ャ
イ
ン

か
ら
タ
イ
国
内
を
通
り
、
ラ
オ
ス
の
サ
ワ
ン
ナ

ケ
ー
ト
を
抜
け
て
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ナ
ン
に
抜
け
る

ル
ー
ト
を
整
備
す
る
と
、
主
に
ベ
ト
ナ
ム
中
部
、

ラ
オ
ス
南
部
、
お
よ
び
回
廊
沿
い
の
タ
イ
国
内
地

域
の
経
済
発
展
に
寄
与
す
る
。
た
と
え
ば
、
ラ
オ

ス
の
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
は
二
〇
一
一
～
二
五
年
に

か
け
て
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
に
比
べ
年
率
平

均
で
四
％
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
増
加
を
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ナ

ン
は
年
率
三・
二
％
の
増
加
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
得
ら
れ
た
興
味
深
い
点
を
三
点
挙
げ
よ
う
。

第
一
は
、
道
路
整
備
と
国
境
円
滑
化
の
相
乗
効

果
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
東
西
回
廊
に

よ
っ
て
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
年
率
四
％

成
長
す
る
が
、
道
路
整
備
の
み
で
は
年
率
〇
・

二
％
、
国
境
円
滑
化
だ
け
で
も
年
率
二・
七
％
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
上
昇
効
果
し
か
生
じ
な
い
。
さ
ら
に
国
境

上
の
す
べ
て
の
税
関
を
改
善
す
る
の
で
は
な
く
、

回
廊
沿
い
の
一
部
の
国
境
の
円
滑
化
だ
け
で
大
き

な
経
済
効
果
が
得
ら
れ
る
点
も
特
筆
さ
れ
る
。

第
二
は
、
道
路
整
備
が
国
内
で
行
わ
れ
て
い
な

い
マ
レ
ー
シ
ア
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、イ
ン
ド
と
い
っ

輸
出
加
工
区
な
ど
で
先
行
的
に
電
子
電
気
産
業
の

関
税
を
下
げ
た
結
果
、
多
国
籍
企
業
の
投
資
を
誘

引
し
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
鑑
み
る
に
、
電
子
電

気
産
業
が
広
東
省
に
集
積
し
、
分
散
が
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
は
奇
異
に
写
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
Ｇ
Ｓ
Ｍ
は
、
電
子
電
気
産
業

は
大
多
数
の
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
州
・
省
・
県
に

お
い
て
、
輸
出
加
工
区
や
一
部
の
工
場
な
ど
で
少

数
の
雇
用
を
生
み
出
す
こ
と
に
は
成
功
し
て
も
、

広
東
省
の
圧
倒
的
な
集
積
と
は
比
較
で
き
な
い
レ

ベ
ル
に
留
ま
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

●
経
済
回
廊
整
備
の
効
果
分
析

つ
ぎ
に
、
経
済
回
廊
整
備
の
効
果
を
見
よ
う
。

こ
こ
で
は
経
済
回
廊
整
備
が
二
〇
一
一
年
に
行
わ

れ
る
と
し
た
う
え
で
、（
一
）
回
廊
上
で
は
時
速

八
〇
キ
ロ
で
走
行
可
能
と
な
る
（
道
路
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
の
改
善
）、（
二
）
回
廊
上
の
国
境

で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
間
と
同
じ

時
間
で
通
過
で
き
る
よ
う
に
な
る
（
国
境
円
滑

化
）、と
い
う
仮
定
に
よ
っ

て
表
現
す
る
。
道
路
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
の
改

善
や
国
境
円
滑
化
は
、
企

業
の
輸
送
費
を
は
じ
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
引
費

用
を
引
き
下
げ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
企
業
は
部
材

を
よ
り
安
く
調
達
し
、
よ

り
多
く
の
地
域
に
販
売
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

（出所）参考文献①。

図２． 東西回廊整備の経済効果
 （2011年から2025年までのＧＤＰ年率変化平均、パーセントポイント）
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よ
っ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
経
済
が
も
っ
と
も
恩
恵
を
受

け
る
が
、
域
内
格
差
是
正
の
た
め
に
は
さ
ら
な
る

後
押
し
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
回
答
を
与
え
る
。

第
三
は
、
人
の
移
動
に
つ
い
て
で
あ
る
。
さ
ら

な
る
成
長
の
た
め
に
は
、
部
材
や
製
品
の
移
動
の

み
な
ら
ず
人
の
移
動
も
円
滑
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
格
差
は
今
後
も
大
き
な
ま

ま
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
混
乱
を
避

け
る
目
的
か
ら
今
後
も
人
の
域
内
移
動
の
完
全
な

自
由
化
は
行
わ
れ
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
の
か
わ
り
、

ま
ず
は
ト
ラ
ッ
ク
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、
部
材
や
製

品
を
輸
送
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
移
動
を
容
易
に
す

る
こ
と
、
続
い
て
、
技
能
労
働
者
、
ま
た
は
訓
練

を
行
う
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
国
境
を
越
え
る
際
の
ビ

ザ
の
取
得
を
容
易
・
迅
速
に
す
る
こ
と
な
ど
の
改

善
が
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
の
た
め
だ
け
で
な
く
域
内

全
体
の
た
め
に
必
須
と
な
ろ
う
。

（
い
そ
の　

い
く
も
／
バ
ン
コ
ク
研
究
セ
ン

タ
ー
研
究
員
）
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何
を
同
時
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

第
一
は
、
運
用
の
重
要
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
高
い
経
済
効
果
を
得
る
た
め
に

は
、
道
路
の
物
理
的
な
整
備
の
み
な
ら
ず
国
境
円

滑
化
が
か
か
せ
な
い
。
た
だ
し
、
国
境
円
滑
化
に

お
い
て
は
、
制
度
整
備
の
み
な
ら
ず
、
運
用
の
改

善
が
重
要
と
な
る
。
こ
こ
で
一
例
を
紹
介
し
よ
う
。

ラ
オ
ス
の
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
に
お
い
て
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー

ブ
ル
製
造
の
工
場
を
〇
八
年
夏
に
操
業
し
始
め
た

多
国
籍
企
業
は
、
操
業
か
ら
一
ヵ
月
半
が
経
過
し

て
も
一
度
も
製
品
を
輸
出
で
き
な
か
っ
た
。
企
業

は
当
然
関
税
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
進

出
し
た
の
だ
が
、
他
に
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル
に
類
す

る
既
存
工
場
が
な
い
た
め
、
当
の
企
業
も
、
政
府

も
、
税
関
も
、
輸
送
業
者
も
、
手
続
き
を
ど
う
す

べ
き
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
一

例
か
ら
も
、
各
運
用
担
当
者
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

第
二
は
、
成
長
と
格
差
の
問
題
で
あ
る
。
経
済

回
廊
整
備
は
特
に
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
に
大
き
な
経
済

効
果
を
も
た
ら
す
一
方
、
絶
対
額
で
見
た
一
人
あ

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
自
動
車
産
業
に
お
け
る
相
対
的
な

重
要
性
は
タ
イ
な
ど
か
ら
大
き
く
引
き
離
さ
れ
て

し
ま
う
、
と
い
う
課
題
が
あ
る
こ
と
を
推
計
結
果

は
示
し
て
い
る
。
現
在
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
政
策
決

定
者
の
間
に
は
、
南
部
回
廊
整
備
が
行
わ
れ
て
も

物
流
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
通
過
す
る
だ
け
で
、
か

え
っ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
経
済
に
と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス

に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
Ｇ
Ｓ
Ｍ
は
、
南
部
回
廊
整
備
に

回
廊
上
の
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
ベ
ー
ス

ラ
イ
ン
に
比
べ
年
率
四
％
成
長
す
る
が
、
回
廊
か

ら
離
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
は
年
率

〇・
六
％
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
減
少
を
見
る
。
一
方
、
南
部

回
廊
の
み
を
整
備
す
る
場
合
は
、
回
廊
上
の
プ
ノ

ン
ペ
ン
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
年
率
六・
三
％
上
昇
す
る
の

に
対
し
、
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
は
年
率
〇・
二
％
減

少
す
る
。
し
か
し
、
両
者
を
同
時
に
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
は
年
率
四・
九
％

の
上
昇
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
は
年
率
六・
四
％
の
成
長

を
見
る
こ
と
に
な
り
、
双
方
と
も
、
片
方
の
み
の

回
廊
を
整
備
し
た
際
よ
り
高
い
経
済
成
長
を
得
る
。

第
二
は
、
東
西
回
廊
や
南
部
回
廊
は
ラ
オ
ス
や

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
食
品
加
工
業
や
繊
維
ア
パ
レ
ル
に

大
き
な
正
の
効
果
を
も
た
ら
す
一
方
、
東
西
回
廊

や
南
部
回
廊
の
整
備
に
よ
っ
て
、
ラ
オ
ス
や
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
自
動
車
産
業
の
Ｒ
Ｓ
Ｃ
Ａ
指
数
が
大
き

く
下
落
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
両
回
廊
の

整
備
が
タ
イ
の
チ
ョ
ン
ブ
リ
ー
、
ラ
ヨ
ー
ン
、
ア

ユ
タ
ヤ
ー
と
い
っ
た
既
存
ク
ラ
ス
タ
ー
の
成
長
促

進
に
貢
献
す
る
た
め
、
相
対
的
に
見
た
ラ
オ
ス
や

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
重
要
性
が
低
下
す
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
は
、
ラ
オ
ス
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
自
動

車
産
業
が
絶
対
額
と
し
て
衰
退
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
い
。
相
対
的
に
は
域
内
に
お
け

る
重
要
性
が
低
下
す
る
が
、
両
国
と
も
小
規
模
な

が
ら
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
よ
り
も
高
い
成
長

を
見
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

●
残
さ
れ
た
課
題

最
後
に
、
経
済
回
廊
整
備
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、




